




 
 

路線バス等活用調査の成果概要 

 
近年、登下校中の児童・生徒が巻き込まれる事件が多発し、安全確保に向けて全国的にス

クールバスの導入が進められている。 
本調査は、登下校時の安全性の向上や、マイカー送迎からの転換による冬季を中心とした 
交通渋滞の緩和を図るため、路線バス等を活用したスクールバスの導入の可能性を検討する。 

 

２ 調査フロー 
 
 
 
 
 
 

３-１ 調査結果（全校アンケート） 

通学方法とバス利用の実態について 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
路線バスの通学への利用意向 
 
 
 
 
 
 
 
 

・通常期の登校は小学生の92%が徒歩であるが、中学生では76%に低下し、自転車が15%に高まる 

・マイカー送迎は小学生4%、中学生7%、公共交通機関の利用は小学生3%、中学生2%と低い 

・冬季では中学生で自転車の利用がほとんどなくなり、マイカー送迎が19%に高まる 

・小学生の70%、中学生の58%が学校から2km以内に居住しており、4km以上離れて居住する小学生は4%、

中学生は10%存在する（図－１） 

・路線バスで通学する理由で割合が高いのは通学距離が長い事であり、利用しない理由と表裏する 

（図－２、３） 

・小学生ではバスを利用する理由として「犯罪・交通安全上安心」が多く挙げられており、通学時に対

して不安を抱いている（図－２） 

・年間を通して路線バスによる通学を望む意見

は小学生で4%、中学生で6%（図－４） 

・冬季を中心に、気象条件や路面状況が悪化す

る時期のバス利用意向は高い（図－４） 
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※複数回答

１ 調査目的 

通学方法の実態調査 

(保護者へ全校アンケート調査) 

市立の全小中学校生の保護者へ

通学方法・時間や路線バス利用意

向等をアンケート調査により把握 

モデル学区詳細調査 

上北手小学校と雄和中学

校をモデル校とし、詳細ア

ンケートで、通学経路等の

詳細な通学実態を把握

路線バスを活用した 

通学方法の検討

詳細アンケート結果や路線

バスの運行状況等から、バスを

活用した通学方法を検討 
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▼路線バスを利用する理由
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利用者数：276人
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３-２ 調査結果（モデル校詳細アンケート） 

 
通学の実態とバスの利用意向 
 上北手小学校 雄和中学校 

通
学
状
況 

 

・学校から 2km 以内に居住する児童は17%と、小

学校平均70%を大きく下回る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・冬季のマイカー送迎の割合が 54%と高く、子供

会が中心にジャンボタクシーを利用することも

日常化している 

 

・62%の生徒が学校から4km 以上離れて居住し

ており、中学校平均10%を大きく上回る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・マイカー送迎が年を通して最も多い通学手段

となっており、特に冬期はその傾向が強くな

り、61%がマイカー送迎となる 

路
線
バ
ス
の
利
用
意
向 

 

・バスによる通学への関心は高く(冬期 40%)、通

学に便利なバスができた場合、50%が利用を考え

ている 

 

・バスによる通学への関心は高く、通学に便利

なバスができた場合、63%が利用を考えてい

る 

 
 
 
 
 
 
 
※ なお、本調査は文部科学省の平成19年度「地方再生モデルプロジェクト」の補助金を活用して、秋田市 

教育委員会の協力を得て実施した 
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一般の乗り合い路線バスが運行された場合、
お子さんの通学に利用させますか？
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N= 96

登下校にあわせた時間やルートを設定した
一般の乗り合い路線バスが運行された場合、
お子さんの通学に利用させますか？

この調査で得られた資料とそれに基づく検討結果を、平成20年度に策定を予定している 

「（仮称）秋田市地域公共交通政策ビジョン」のための資料として活用する 




